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　「民意」を英語に直訳すると“will of the people”といういとも漠然
としたものになりますが、「全体の意思」という意味合いとするならば
consensusがそれに当たります。そして政治的な意思決定の形式としての
「コンセンサス」は、いわゆるコンセンサス決議とかコンセンサス投票とい
われる全会一致の決議方式を意味します。
15〈民意〉の世紀をめぐって
　これは国連のような組織でよくおこなわれるもので、そもそも全会一致の
見込みが初めから成り立つような案件などというのはほとんどないのが現実
世界ですから、採決の場に至るまでに事前に周到な協議が重ねられる。これ
を「根回し」と呼ぶと「密室政治」という連想がほとんど自動的に働いてし
まうだろうと思いますけれど、実際のところ、大筋では賛同を得られてしか
るべき案件が、些細な相違や瑣末な論点で否決されてしまうような不合理な
事態を避けるために、非公式の協議がいくつも重ねられ、最終的な合意を制
度的に確認するためにこの決議がおこなわれる。
　国連というのは「国益」という名のエゴイズムだらけの面々が大小の会議
を繰り返す場ですから、合意を得るためには交渉という名のコミュニケー
ションを欠かすことはできないわけです。このように、多数決原則に頼らず
に合意をつくりだすしくみが持つ意味を、今日の私たちは改めて熟考してみ
てもよいのではないか。―そんなふうに思われるわけです。
　ちなみに先日、ある日本のポピュリスト政治家がアメリカ大統領選の投票
結果に偽りがあるというトランプの主張をとりあげて、「アメリカの投票シ
ステムの杜撰さを思えば十分納得できる。日本の場合、票の集計はきっちり
正確無比におこなわれるのがわかっているから、我々だって自分たちに不本
意な結果が出ても受け容れるが、アメリカではあの体たらくだから、同じ政
治家として彼の言い分はもっともだ」という意味のことを、大変な切り口上
でまくしたてている姿をテレビで見ました。
　ここにも冒頭で触れたトランプの「たった 1票上回るだけでいいんだ」と
いうロジックと同じ発想を見ることができるように思います。つまり単純多
数決を唯一の意思決定の手段として、熟議にもとづくコンセンサスの獲得を
非効率とする態度です。ついでにそこに、相手を鼻でせせら嘲うような態度
や、まくしたてるような早口の切り口上といったものを味付けとして加えれ
ば、「分極化」がいつのまにか既成事実化している現代のポピュリストのし
ぐさが完成するといった具合です。
　そんなのはもちろん瑣末な話でしょうけれど、それでもいちいち言及せず
におれないのは、若者（と呼ばれる人たち）ほど、実はこうした議論以前の
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しぐさに怯んでしまうことがよくあるように思われるからです。特に現代の
日本の若者たちは、よほど条件が整わないと―というかあらかじめ誰かが
条件を整えておいてくれないと―議論するという行為をとことん忌避する
傾向が年々強まっているようにも感じるわけです。
　しかし、翻って「民意」がコンセンサスすなわち人々の合意であるとする
なら、それが成立するためには、人々のあいだになんらかの共通性が豊富に
あることが前提になる。共通性というものは最初から自明のごとく存在して
いるわけではなく、多くの場合、それを見出し、あるいは創り出すことから
始まります。要するに共通性とはモノではなく、環境や利害関係でもなく、
認識―あるいは互いを同一のなにかを有する他者として認知するというこ
となんですね。
　改めていうまでもなく、アメリカ合衆国とはまさに、この共通性の認知を
前提として成立した政治空間でした。アメリカを「理念の共和国」だという
常套句が意味するのはそういうことにほかならない。そして今日、アメリカ
においてはこの共通性の認知が、かつてないほど揺らいでいる。これもまた
事実です。ではそれは一体どういうことなのか、なぜなのか―これらを念
頭に置きながら、このあと、登壇者のみなさんと一緒に考えてみたいと思っ
ております。
